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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

｜。健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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火

事

だ

１
・
地

震

だ

１
・

す

ぐ

避

難

二
月
三
日

佐
井
村
保
育
所

今 月 の 紙 面

２～３ むらの話題

４～５ お知らせ

６～７ 交母だより

８～９ 国保のしおり

１０～１１ 教育だより

１２～１３ 保健婦だより

１４～１５ 税務だより

１６ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

火

遊

び

は

ぜ

っ

た

い

し

ま

せ

ん

二
月
三
日
、
佐
井
村
保
育
所
で
火
災
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
と
防
吉
見
ま
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
佐
井
消
防
分
署
の
職
員
が
保

育
所
を
訪
れ
て
圉
児
た
ち
を
指
導
し
ま
し

た
。今
回
は
、
火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
で

し
た
が
、
消
防
署
職
員
の
指
導
の
も
と
で
圉

児
た
ち
は
て
き
ぱ
き
と
行
動
し
、
短
時
間
で

避
難
を
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
後
に
防
火
豆
ま
き
も
行
わ

れ
、
圉
児
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
豆
ま

き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



第九回

む
っ
下
北
地
区
子
ど
も
会

郷
土
芸
能
発
表
会

二
月
六
日
、
下
北
文
化
会
館

に
お
い
て
「
第
九
回
む
つ
下
北

地
区
子
ど
も
会
郷
土
芸
能
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
発
表
会

に
郡
内
各
市
町
村
か
ら
九
団
体

が
出
演
し
、
特
色
あ
る
郷
土
芸

能
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
佐
井

村
か
ら
は
牛
滝
子
ど
も
会
が
参

加
し
、
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
「
ヤ
リ
踊
り
」
と
「
春
駒
」

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
二
月
に
し
て
は
穏
や

か
な
陽
気
と
な
り
、
佐
井
か
ら

は
育
成
者
を
始
め
地
区
の
方
々

約
七
十
人
が
詰
め
が
け
、
盛
ん

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
数
か
月
も
前
か

ら
地
区
の
人
の
指
導
を
受
け
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
ま
た
育
成
者
の

方
も
、
所
々
ほ
つ
れ
た
衣
装
で

は
か
わ
い
そ
う
と
協
力
し
て
新

調
し
、
子
ど
も
た
ち
の
は
れ
の

舞
台
を
飾
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
最
初
緊
張
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
い
ざ

舞
台
に
立
つ
と
打
っ
て
変
わ
っ

て
伸
び
伸
び
と
演
じ
て
い
ま
し

た
。
バ
ッ
ク
に
下
げ
た
安
政
七

年
の
年
号
に
入
っ
た
幕
や
、
下

北
地
方
で
は
他
に
み
ら
れ
な
い

県
内
で
も
数
少
な
い
め
す
ら
し

い
踊
り
に
、
場
内
の
到
る
所
か

ら
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
他
の
市
町
村
か
ら
の
出
し
も

の
も
色
々
な
工
夫
が
み
ら
れ
、

見
ご
た
え
の
あ
る
（

イ
レ
ベ
ル

な
郷
土
芸
能
が
演
じ
ら
れ
ま
し

た
。
一
生
懸
命
演
技
し
た
子
ど

も
た
ち
、
指
導
し
た
育
成
者
の

方
々
に
送
ら
れ
た
惜
し
み
な
い

拍
手
が
、
会
場
一
杯
に
響
き
渡

り
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

牛
滝
子
ど
も
会
で
は
父
母
、

学
校
が
一
体
と
な
り
、
地
区
全

体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る

様
子

が
見
ら
れ
、
非
常
に
ス

ム
し
ス
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
会
活
動
か
地
区
の
結
束

強
化
に
や
く
だ
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
は
十
回
目
を
迎
え
る
こ

の
発
表
会
も
、
社
会
の
少
子
化

に
よ
り
子
ど
も
の
数

が
減
り
、

年
々
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
出
演
団
体
も
そ
の
地
域

全
体
の
協
力
な
し
に
は
参
加
出

来
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

伝
承
芸
能
稚
受
け
継
ぐ
た
め
、

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

る
た
め
に
も
地
域
が
一
丸
と
な

っ
た
体
制
作
り
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

延

寿

圉

訪

問

二
月
十
三
囗
、
佐
井
村
赤
十
字
奉
仕
団
磯
谷
分
団

（
分
団
長
新
田
好
右
衛
門
）
で
は
今
年
も
延
寿
圉
を
訪

問
し
手
踊
り
を
披
露
し
て
入
所
の
お
年
寄
り
と
交
流
し

ま
し
た
。

今
回
で
四
回
目
と
な
る
こ
の
訪
門
に
は
、
磯
谷
地
区

役
員
や
婦
人
二
十
名
が
参
加
。
会
場
の
ホ
ー
ル
に
は
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
入
所
者
の
大
歓
迎
を
受
け
て
、
新

田
分
団
長
の
あ
い
さ
つ
、
安
藤
圉
長
の
歓
迎
の
こ
と
ば

の
あ
と
、
所
狭
し
と
手
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、
仕
事
の
合
間
に
け
い
こ
を
重
ね
た
も

の
で
、
会
場
の
入
所
者
は
目
を
細
め
拍
手
か
っ
さ
い
と

喜
び
を
満
面
に
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
あ
い
さ
っ
て
、
奉
仕
団
委
員
長
の
福
田
梅
吉

さ
ん
が
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、
延
寿
圉
を
後
に
し
ま

し
た
。



親
子
で
野
鳥
観
察

下
北
少
年
自
然
の
家
で
は
、

主
催
事
業
「
親
子
で
野
鳥
観
察
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
然
の
家
の
周
り

を
散
歩
し
な
が
ら
、
オ
オ
セ
グ

ロ
カ
モ
メ
な
ど
の
水
鳥
、
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の
野
鳥
の
観
察

を
し
ま
す
。

早
春
の
自
然
観
察
を
親
子
で

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
三
月
士

百

（
占

九
時
～
十
五
時
四
十
五
分

■
場
所

青
森
県
立
下
北
少
年
自
然
の
家

■
対
象
小
学
校
三
年
生
か
ら
高
校
生

と
そ
の
保
護
者

一
〇
〇
名

■
内
容

○
野
鳥
観
察

○
お
話
「
下
北
の
野
鳥
」

■
持
ち
物

野
外
活
動
で
き
る
服
装
（
防

寒
・
長
靴
）
、
上
履
气

洗
面

用
具
、
着
替
え
、
筆
記
用
具
、

健
康
保
険
証
な
ど

※
双
眼
鏡
は
貸
し
ま
す
。

■
参
加
抖

お
一
人

五
〇
〇
円

貧

事
、
保
健
廿

■
申
込
み

○
方
法
参
加
申
込
書
を
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

呈

話
で
申
込
ん
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
）

○
締
切
り

三
月
四
日
（
金
）
必
着
で
お

願
い
し
ま
す
。

回
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
○
三
九
－

四
二

下
北
郡
大
畑
町
字
佐
助
川
三

九
九
番
地

容
○
一
七
五
－

三
四
－

五
八
五

八

今 月 の 休 診 日

７日 １４日 ２８囗

（月）（月）（月）

＝佐井診療所＝

「

投

稿

」

百

歳

を

寿

ほ

ぐ

ぉ
ま
え
百
ま
で
わ
し
ゃ
九
十

九
ま
で
、
と
も
に
白
髪
の
生
え

る
ま
で
、
と
い
う
辮
言
は
、
い

つ
ま
で
も
結
婚
式
場
で
祝
辞

の

な
か
に
引
用

さ
れ
る
。

一
世
紀
を
生
き
ぬ
く
百
歳
と

い
う
寿
命
は
、
ま
さ
に
長
寿
の

象
徴
的
表
現
で
、
心
身
共
に
一

定
の
機
能
を
保
ち
う
る
な
ら
人

類
ひ
と
し
く
願
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。明
治
二
十
七
年
四
月
七
日
生

れ
の
田
中
み
や
さ
ん

（
磯
谷
田

中
武
雄
方
）
は
、
今
年
の
誕
生

日
で
満
百
歳
と
な
る
。
誠
に
目

出
度
い
こ
と
で
あ
り
心
か
ら
祝

福
申
し
上
げ
た
い
。

佐
井
存
住
者
で
百
歳
を
越
え

え
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
二

月
十
六
日
、
百

匸
成
七
ヶ
月
で

他
界

さ
れ

た
宮
川
え

こ

さ
ん

矢

佐
井
宮
川
勉
方
）

に
次

い

で

一
人
目
で
あ
る
。

百
歳
、
と
は
人
生
五
十
年
と

言
わ
れ
た
昭
和
初
期
の
頃
に
は

夢
の
又
夢
で
し
か
な
か
っ
た
が
、

今
で
は
誰
し
も
生
き
る
目
標
と

す
る
に
抵
抗
を
感
じ
な
く
な
っ

た
。で
は
長
寿
の
秘
け
つ
は
ど
ん

な
こ
と
か
、
関
心
を
寄
せ

る
と

こ
ろ
で
す
。

宮
川
え
こ
さ
ん
は
、
若

い
頃

は
余
り
丈
夫
な
方
で
な
か
っ
た
、

と
聞
か
さ
れ
た
が
、
百
歳
の
と

き
針
仕
事
を
続
け
て
い
た
し
（
眼

鏡
な
し
で
）
身
の
回
り
一
切
自

分
で
や
っ
て
お
ら
れ
た
。

田
中
み
や
さ
ん
は
、
今
は
寒

い
こ
と
も
あ
り
寝
室
か
ら
め
っ

た
に
出
な
い
が
人
と
の
対
話

が

好
き
で
、
子
供
の
頃
や
、
昔

の

風
習
、
年
中
行
事

な
ど
よ
く
話

し
て
く
れ
る
。
そ
の
記
憶
力

の

す
ば
ら
し
さ
に
は
驚
く
ば
か
り

で
あ
る
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

「
細
川
内
閣
は
苦
労
し
て

い
る

が
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。
」
と

国
政
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

後
世
に
残
し
、
伝
え

た
い
も

の
の
中
に

ゴ

モ
ギ
″
の
効
用

話
が
あ
っ
た
。

ゴ

モ
ギ
″
の

青
汁
は
切
り
傷
に
よ
く
効
く
し
、

乾
燥
し
た

ゴ

モ

ギ
μ

と
菖
蒲

の
煎
じ
汁
は
胃
腸
に
よ
く
、
下

痢
や
し
ぶ
り
腹
に
は
特
効
が
あ

る
。
と

い
う
。
な
お
、
黒
焼
の

粉
末
を
食
用
油
か
ワ
セ
リ
ン
で

練
っ
た
も
の
は
、
ガ
ッ
チ
ャ
キ

（
痔
）

の
特
効
薬
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
弘
法
大
師
さ
ま
か
ら

の
言

い
伝
え
で
、
な
ん
十
人
と

数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人

を
治
し
て
や
っ
た
。
と
誇
ら
し

気
に
言
っ
て
く
れ
た
。

お
二
人
の
共
通
点
は
、
一
、

他
人
の
手
を
借
り
ず
に
出
来
る

限
り
自
分
で
や
る
こ
と
。
一
、

日
常
体
を
大
事
に
す
る
こ
と
。

一
、
気
力
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

な
ど
が
伺

い
知
れ
る
。
更

に
愚

痴
や
不
平
は
言
わ
ず
総
て
を
感

謝
の
心
で
う
け
と
め
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
「
こ
う
し
て
い
る

の
も
家
族
の
お
陰
」
「
皆
さ
ん

の
お
陰
」

「
神
様
や
仏
様
か
ら

助
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
」
な
ど
、

「
誕
生
日
に
は
座
敷
に
出
て
こ

う
し
て
踊
る
べ
ど
思
っ
て
い
る

よ
」
と
手
振
り
よ
く
元
気
に
話

し
て
お
ら
れ
た
。

強
こ
ん
な
生
命
力
を
感
ず
る

が
、
い
つ
ま
で
も
長
寿
を
願
う

人
々
の
目
標
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
念
じ
て
や
ま
な
い
。
三
八
生



佐
井
村
職
員
を

募
集
し
ま
す

平
成
六
年
四
月
一
日
付
け
採
用
の
佐
井
村
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
る
方
は
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

一
、
募
集
人
員

一
名

べ

受
験
資
格

二

）
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
百

以
降
に
生
ま

れ
た
者

三

）
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
の
者

且

）
大
型
車
運
転
免
許
所
持
者

三
、
職
務
内
容

佐
井
村
保
育
所

用
務
員
兼
運
転
手

四
、
提
出
書
類

（

匸

履
歴
書

匸

）
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
及
び
成
績
証

明
書

且

）
健
康
診
断
書

五
、
試
験
囗
等

平
成
六
年
三
月
二
十
二
日
（
火
）

午
前
十
時
か
ら

津
軽
海
峡
文
化
館

二
階

海
峡
の
間

六
、
試
験
科
目

二

）
筆
記
試
験
【
一
般
教
養
試
験
】

匸

）
面
接

七
、
給

料

等

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
決

定
す
る
。

八
、
書
類
の
提
出
期
限
平
成
六
年
三
月
十
四
囗
（
月
）
ま
で
に
佐
井
村

役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話

○
一
七
五
－

三
八
－

ニ

ー
コ

佐
井
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
六
年
度
佐
井
村
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
平
成
六
年
三
月
十
五

日

灰

）
ま
で
、
履
歴
書
、
健

康
診
断
書
各
一
通
を
佐
井
村
役

場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●

Ａ
区
分
採
用
臨
時
職
員

一
、
雇
用
期
間

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

二
、
募
集
人
員

一
名

三
、
職
務
内
容

一
般
事
務

四
、
雇
用
条
件

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
万
方
で
、
高
等

学
校
以
上
の
卒
業
の
方
。

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

五
、
賃
金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

六
、
採
用
試
験
等

平
成
六
年
三
月
二
十
二
日

天

）
午
前
十
時

津
軽
海
峡
文
化
館

二
階

会
議
室

試
験
科
目
は
面
接

●

Ｂ
区
分
採
用
臨
時
職
員

一
、
雇
用
期
間

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
六
年
六
月
三
十
日
ま
で

二

募
集
人
員

一
名

三
、
職
務
内
容

一
般
事
務

四
、
雇
用
条
件

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

学
校
以
上
の
卒
業
の
方
。

男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

五
、
賃
金

臨
時
職
員
の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

六
、
採
用
試
験
等

平
成
六
年
三
月
二
十
二
日

天

）
午
前
十
時

津
軽
海
峡
文
化
館

二
階

会
議
室

試
験
科
目
は
面
接

問
い
合
わ
せ
先

佐
井
村
役
場
総
務
課

９

二
八
－

二
一
一
一

応
募
の
際
は
履
歴
書
の
欄

外
に
Ａ
、
Ｂ
ど
ち
ら
の
区
分

を
希
望
す
る
か
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
六
年
度
佐
井
村
教
育
委

員
会
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
応
募
者
は
平
成

六
年
三
月
十
五
日
灰

）
ま
で
、

履
歴
書
、
健
康
診
断
書
各
一
通

を
佐
井
村
教
育
委
員
会
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
募
集
人
員

二
名

二
、
職
務
内
容

・
一
般
事
務

一
名

・
海
峡
ミ
ュ

ウ
ジ
ア
ム
事
務

一
名

（
海
峡
ミ
ュ

ウ
ジ
ア
ム
事
務

に
つ
い
て
は
、
土
・
日
・

祝
祭
日
で
も
勤
務
可
能
な

方

三
匸

雇
用
条
件

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
万
方
で
、
高
等

学
校
以
上

の
卒
業
の
方
。

男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。

四
、
雇
用
期
間

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
六
年
九
月
三
十
日
ま
で

五
、
賃
金

臨
時
職
員

の
給
与
の
取
扱
要

綱
に
よ
る
。

六
、
採
用
試
験
等

平
成
六
年
三
月
一
丁

二
日

灰

）
午
後
一
時
三
十
分

津
軽
海
峡
文
化
館

二
階

会
議
室

七
、
問
い
合
わ
せ
先

佐
井
村
教
育
委
員
会

霓

二
八
－

四
五
〇
六

霓

二
八
－

四
五
〇
七



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

交

通

安

全

家

族

会

議

＝
川
目
地
区
２
家
族
を
訪
問
＝

今
回
の
交
通
安
全
家
族
会
議

は
、
川
目
地
区
を
訪
問
し
ま
し

た
。
訪
問
家
庭
は

○
坪
谷

龍
悦

六
十
三
歳

み
き

五
十
七
歳

伸
吾

三
十
六
歳

淳
子

二
十
六
歳

政
人

七

歳

秀
樹

五

筬

○
高
久

亮
蔵

六
十
一
歳

準
子

五
十

二
成

泰
彦

三
十
二
歳

英
子

三
十

歳

季
節

七

歳

優
太

五

歳

の
二
家
庭
で
す
。

佐
井
駐
在
所
の
附
田
部
長
と

母
の
会
二
名
が
お
じ
や
ま
し
ま

し
た
。
両
家
族
と
も
長
男
、
長
女
が

佐
井
小
学
校
の
一
年
生
で
す
。

伸
吾
さ
ん
、
泰
彦
さ
ん
は
川

目
か
ら
佐
井
に
通
勤
し
て
お
り
、

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
大
言
で
本

村
よ
り
山
の
方
な
の
で
、
笹
原

か
ら
川
目
の
方
は
特
に
雪
が
多

い
で
す
よ
、
と
の
こ
と
で
す
。

若

い
人
た
ち
は
自
動
車
で
、

お
父

さ
ん
達
は
オ
ー
ト
バ
イ

・

不
型
特
殊

（
ト
ラ
ク
タ
士

で

そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
持
っ
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

３月 １日現在

交通事故死ゼ囗

３，７７９日

懸
上
駐
回
愆
今
吻
回
し
茴
⑤

最
近
、
雪
が
降
っ
た
せ
い
か

路
上
駐
車
に
よ
る
交
通
障
害
が

目
に
つ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

違
法
駐
車
は
単
に
交
通
の
障
害

に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
緊
急

時
に
お
け
る
救
急
車
や
消
防
車

な
ど
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

自
分
の
都
合
だ
け
の
路
上
駐

車
は
周
り
の
人
々
の
迷
惑
と
な

り
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
よ

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成６年）

青森県交通対策協議会

（ ）「大」は 前 年 。 累 計 は １月 か ら 。 速 報 値 の ため 後 日変 更 す る こ と があ り ま す 。

平 成 ６ 年 度 交 通 安 全 運 動

年 間 ス ロ ー ガ ン ～ 見 て る だ ろ う 止 ま る だ ろ う 人 に 頼 る な 自 分 の 安 全 ～

運 動 の 重 点

① 高 齢 者 と 子 ど も の 交 通 事 故 防 止 活 動 の 推 進

（２） 飲 酒 運 転 及 び 若 年 運 転 者 の 無 謀 運 転 の 追 放 の 推 進

③ シ ー ト ベ ル ト の 着 用 の 推 進

㈱ 違 法 駐 車 の 締 め 出 し の 推 進

毎 月１日は交通安 全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交 通事故ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る



始
め
は
道
路
に
つ
い
て
の
話

で
、
付
近
の
道
路
の
中
で
川
目

か
ら
佐
井
に
出
る
所
の
伝
相
寺

付
近
の
カ
ー
ブ
が
見
通
し
が
悪

く
、
駐
車
し
て
い
る
車
も
多
い

の
で
と
て
も
あ
ぶ
な
い
と
思
い

十
分
注
意
し
て
運
転
し
て
い
る

こ
と
や
、
ま
た
、
雪
が
降
れ
ば

道
中
も
狭
く
な
り
、
登
校
す
る

生
徒
も
二
、
三
列
と
広
が
っ
て

歩
い
て
い
る
の
で
、
大
変
神
経

を
使
う
こ
と
、
大
瀬
渡
の
三
叉

蹐
の
所
で
は
、
地
元
の
人
は
割

合
ゆ
っ
く
り
カ
ー
ブ
し
て
く
る

が
、
旅
の
人
た
ち
は
ス
ピ
ー
ド

を
落
さ
ず
ア
ル
ザ
ス
の
方
へ
曲

が
る
の
で
、
と
て
も
お
っ
か
な

い
、
標
識
で
も
あ
っ
た
ら
い
い

の
に
と
い
う
意
見
や
、
黒
岩
も

カ
ー
ブ
の
所
が
あ
ぶ
な
い
な
ど

の
道
路
事
情
の
事
が
た
く
さ
ん

聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
の
時
期
に
佐
井
の

方
で
は
冬
道
で
も
自
転
車
に
乗

っ
て
い
る
人
が
い
て
、
す
ご
く

あ
ぶ
な
い
し
、
ま
し
て
、
お
年

寄
り
は
特
に
気
を
つ
け
た
方
が

い
い
よ
。
歩
い
た
方
が
か
え
っ

て
い
い
の
で
は
な
い
か
、
歩
い

て
も
す
べ
る
位
だ
か
ら
ね
、
と

冬
に
自
転
車
を
乗
っ
て
い
る
人

を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。川
目
の
子
ど
も
達
は
、
小
学

生
は
バ
ス
通
学
、
中
学
生
は
冬

期
間
だ
け
バ
ス
通
学
で
、
来
年

入
学
す
る
子
の
後
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
と
の
こ
と
。
子
ど
も
の

数
は
年
々
減
っ
て
い
て
、
今
で

は
大
き
い
子
・
小
さ
い
子
一
緒

に
な
っ
て
川
目
の
橋
の
と
こ
ろ

で
遊
ん
で
い
る
の
を
目
に
す
る

事
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
カ
ー

ブ
な
の
で
車
が
く
る
と
大
変
危

険
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
付
近
の

カ
ー
ブ
は
、
事
故
が
多
発
し
て

い
て
、
以
前
に
旅
の
ツ
ー
リ
ン

グ
の
人
達
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に

ぶ
っ
か
り
、
二
人
も
続
け
て
け

が
を
し
て
い
る
。
カ
ー
ブ
に
入

つ
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な

け
れ
ば
、
と
改
め
て
交
通
事
故

の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、
以
前
に
む
っ
へ
通

っ
て
い
た
人
が
、
與
戸
で
自
損

事
故
を
起
こ
し
、
け
が
を
し
た

人
を
大
間
病
院
ま
で
乗
せ
て
い

っ
て
、
後
で
電
話
で
感
謝
さ
れ

た
と
い
う
話
に
な
り
、
お
互
い

に
困
っ
た
と
き
は
助
け
合
っ
た

方

が
い
い
で
す
ね
、
と
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
佐
井
駐
在
所
の
附

田
部
長

が
、

「
昨
年
十
二
月
と
今
年
一
月
子

ど
も
の
飛
び
出
し
事
故
が
あ
り
、

一
件
は
駐
在
所
の
前
で
、
も
う

一
件
は
磯
谷
の
方
で
起
き
て
、

ど
ち
ら
も
け
が
で
済
ん
だ
が
（
車

が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
）
子
ど
も
は
飛
び
出

し
が
多
い
か
ら
、
ま
た
、
行
商

の
車
が
来
て
い
る
と
き
は
買
物

を
し
た
人
が
よ
く
飛
び
出
し
て

く
る
の
で
、
気
を
つ
け
て
下
さ

い
プ
と
ま
と
め
ま
し
た
。

坪
谷
家
・
高
久
家
の
皆
さ
ん
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
事
故
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

シートベルトを着用しましょう
●背もたれをあまり倒さすシートに深
＜腰かけ、腰ベルトが腹にかからな
いように骨盤を巻くようにしてしつ

かり締める。
●祠ベルトは、肩からはすれす首に当
たらす、肩の中央付近にくるように

締める。
●ベルトはねじれないように。
●バックルぱ カチヅ ’と音がするま
て確実に締める。

★自動ロック式でない場今は、一旦ベル

トを引き出し、胸ににぎりこぶし１つ
分程座の余裕があるように調節してセ

ットしましょう。

★２点武 の場合は、シートに深く腰かけ

てベルトで骨盤を巻くようにしましょう、

危険予知

トレーニング

あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か

あ
な
た
は
今
、
下

の
運

転
場
面
に
さ
し
か
か
っ
て

い
ま
す
。

①
こ
の
運
転
場
面
に
ど
ん

な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
か
？

②
そ
の
危
険
を
さ
け
て
、

事
故
を
ひ
き
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、

あ
な
た
な
ら
ど
ん
な
運

転
を
し
ま
す
か
？

状
況
説
明

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
追
従

し
な
が
ら
、
片
側
１
車
点

の
県
道
を
走
行
し
て

い
る

と
、
や
が
て
上
り
坂
に
差

し
か
か
り
ま
し
た
。
前
方

は
右
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
お

り
、
先

が
見

通
せ

ま
せ

ん
。
自
車
は
こ
の
ま
ま
進

み
た
い
の
で
す
が
…
…
。

◎説明は来月号でお知らせします



国
保
の
し
お
り

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
を
行
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
（
一
般
・

退
職
者
等
医
療
）
の
更
新
を
、

三
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
、
各
地
区
ご
と
に
行

い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
昨
年
交
付
し
た
保

除
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
、
出
稼
ぎ
な
ど
で
、

保
健
証
を
別
に
し
て
い
る
家
庭

は
、
更
新
時
ま
で
に
昨
年
交
付

し
た
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、四
月
か
ら
高
等
学
校
、

大
学
な
ど
に
入
学
す
る
人
は
、

合
格
通
知
書
か
在
学
証
明
書
ま

た
は
、
こ
れ
に
凖
ず
る
も
の
と

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
交
付
及
び
再
交
付

を
代
理
人
に
た
の
む
場
合
、
事

故
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ｙ
代
理
人
（
保
険
証
を
受
け
取

る
人
）
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

ｙ

出
稼
ぎ
に
使
用
す
る
場
合

は
、
本
人
・
代
理
人
と
も
出
稼

ぎ
先
の
会
社
名
、
住
所
が
必
要

で
す
。

※
な
お
、
更
新
日
に
都
合
が
悪

い
方
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
保

健
衛
生
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

卜上 手 な 医 療 の 受 け 方 ４

①家庭医を持とう。

②重複受診は避けよう。

③定期的に健診を受けよう。

④むやみに薬を欲しがるのはや

めよう。

⑤初診時に保険証を忘れずに。

お

元

気

で

す

が

出

稼

耆

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ

ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と

の
か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。出

稼

ぎ

留

守

家

族

主

婦

の

会

総

会

＝
仲
間
同
志

の
交
流
を
深

め
る
＝

佐
井
村
出
稼
留
守
家
族
主

婦
の
会
総
会
が
、
二
月
十
三

日
（
囗
）
ア
ル
ザ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
太
田
（

ル
子

会
長
か
ら
「
会
員
の
意
識
も

向
上
し
、
親
子
交
流
会
等
、

平
成
五
年
度
も
さ
ま
す
ま
な

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
不
況
の
た
め
留

守
家
族
の
み
な
さ
ん
も
、
夫

や
家
族
の
就
労
先
を
心
配
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
大
し
た
影
響
も

な
く
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
と
も
会
員
相
互

の
助
け
合
い
に
よ
り
、
母
親

と
し
て
つ
つ
ま
し
く
母
な
る

意
識
を
高
め
、
出
稼
ぎ
し
て

い
る
家
族
が
安
心
し
て
就
労

で
き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

留
守
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と

の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
次

の
よ
う
に
今
年
度
の
活
動
方

針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。



国民健康保険証の更新日程表
医 療 費 の状 況

〔１１月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加 入者数１，４７９人

退職者医療 加入者数６４人

老人医療 対象者数４９３人

一
、
就
労
経
路
の
正
常
化
の

協
力
・
役
場
へ
就
労
先
の
届
出

・
事
故
見
舞
金
制
度
へ
の

加
入

・
公
共
職
業
安
定
所
の
紹

介
に
よ
る
就
労
の
促
進

二
、
就
労
前
の
健
康
診
断
の

励
行
そ
の
後
、
懇
談
会
に
入
り

カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
が
出
て
、

仲
間
同
志
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。



赦
育
だ
よ
り

佐
井
村
連
合
青
年
団

ス

ポ

ー

ツ

大

会

二
月
五
目
、
佐
井
中
学
校
体

育
館
で
連
合
青
年
団
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
十
一
名
と
少
な
い
人

数
で
し
た
が
、
多
く
の
珍

プ
レ

ー
・
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、
楽

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ

の
大
会
は
青
年
団
活
動
の

一
環
と
し
て
、
各
単
位
団
同
志

の
結
束
力

・
親
睦
を
目
的
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

最
近
は
団
員
の
減
少
に
よ
り

活
動
も
衰
退
し
て
き
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

団
員
の
趣
味
の
多
様
化
・
仕

事
の
繁
忙
・
季
節
労
務
等
い
ろ

い
ろ
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
村

内
け
じ
め
他
地
区
青
年
と
の
仲

間
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い

き
た
い
も
の
で
す
。

文化財記念講演会を開催します

『牛滝坂井家所蔵文化財資料の

調査目録作りにあたって』

○講師 青森県立郷土館

学芸主査 瀧本壽史氏

○日時 ３月２２日（火）

午後６：００から

○場所 アルザスＰ日広場

第 １６ 回

佐 井 村 小 学 生 卓 球 大 会

第 ２４ 回

佐 井 村 卓 球 選 手 権 大 会

参 加 者 募 集

３月Ｇ日（日）午前９時から、佐井

中学校体育館を会場に「第１６回佐井村

小学生卓球大会」及び「第２４回佐井村

卓球選手権大会」が開催されます。

参加料は１人５００円、当日も受付しま

すので、冬季の運動不足解消のため、

卓球でいい汗を流しませんか。

申込み・問い合せは次の方々まで。

・川 岸 一 彦 Ｓ３８－２０１９

・坪 井 敏 明 Ｓ３８－２１０７

・坂 井 芳 博 ａ３８－２０７８

・田 澤 亮 一 ａ３８－２２６２

・渡 辺 章 子 ０３８－２１１１

佐
井

村
中
央
公

民

館
選

俳

句

菊
池

み
ゃ

降
ろ
雪
や
心
模
様
の
色
み
せ
て

寒
波
越
え
今
朝
の
こ
ぼ
れ
陽
小

烏
と
分
け

川
岸
午
ヨ
子

山
茶
花
の
散
り
し
白
さ
よ
月
明

り畳
の
目
一
つ
二
つ
の
日
の
温
み

一
幅
の
書
に
親
し
み
て
冬
麗

大
寒
や
し
か
と
握
り
し
診
察
券

大
坂

し
ん

純
白
の
Ｉ
輪
ぽ
と
り
と
寒
椿

風
巻
き
て
磯
辺
と
び
交
う
波
の

花

三
上

敏

踏
み
歩
く
土
持
ち
上
げ
し
霜
柱

風
邪
寝
し
て
ひ
と
り
い
た
わ
る

冬
座
敷

誰
も
居
ぬ
土
蔵
の
中
の
冬
の
壁

浜
中
よ
ん

老
の
身
を
守
り
固
め
て
着
ぶ
く

れ
す

朝
晴
れ
に
猫
の
す
跡
絵
の
如
し

石
戸
美
矢
子

北
窓
を
塞
ぎ
て
今
日
は
寒
の
入

り何
卞
つ
て
そ
ん
な
に
肥
る
寒
雀

田
名
部
ヒ
サ

南
瓜
粥
友
よ
り
戴
く
冬
至
か
な

又
し
て
も
村
人
逝
け
り
虎
落
笛

芬
々
と
風
通
り
抜
く
冬
木
立

観
音
像
三
寛
昌

温
に
慈
悲
の
顔

草
臥
れ
し
も
の
や
冬
さ
れ
の
色

の
お
り

福
田

雪
春

日
溜
り
に
枯
葉
舞
い
寄
り
故
郷

話

短

歌

本
間

仲
吾

た
え
間
な
く
山
並
み
ゅ
す
る
浦

風
も
め
で
た
き
今
朝
は
初
日
さ

そ
い
て

川
岸
午
ヨ
子

華
道
師
は
素
早
く
枝
を
切
り
落

し
手
品
の
ご
と
く
人
の
目
を
引

く孫
生
れ
て
五
十
年
振
り
の
男
子

ぞ
と
目
を
細
め
た
り
老
い
た
る

漁
夫
は



あ

な

た

の

健

康

を

守

る

ス

ポ

ー

ツ

安

全

保

険

に

加

入

し

ま

し

ょ

う

本
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
奉
仕
活
動
等
を
行
う
五
名

以
上
の
グ
ル
匸
フ
を
対
象
と
し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ

活
動
中
の
傷
害
事
故
及
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
す
る
も
の

で
ス
ポ
ー
ツ
及
び
社
会
教
育
活
動
の
普
及
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
。
『
小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

営
利
を
目
的
と
し
な
い
保
険
で
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え
て
ぜ
ひ

『
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
』
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
保

険

期

間

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

※
本
年
度
よ
り
、
共
済
見
舞
金

が
百
二
十
万
円
に
か
わ
り
ま
し

た
。

■

お

問

い

合

わ

せ

青
森
市
大
字
安
田
字
近
野
二

三
四
－

七

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

青
森
県
支
部

萱
○
一
七
七
－

八
二
－

六
九

八
四佐
井
村
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課登
三
八
－

四
五
〇
六

平成６年度

佐井村奨学生を
募 集 し ま す

・受付期限＝４月３０日まで

・申 込 先＝教育委員会総務課

ａ（３８）４５０６・４５０フ

あ
た
た
き
冬

の
晴
間
を
選
び
て

は
散
歩
の
夫
は
微
笑
を
も
ら
す

っ
や
や
か
な
老

い
の
境
地
を
求

め
つ
つ
余
生
と
い
え
る
古
希
を

迎
え
り

日
時

道
枝

亡
き
人
は
烏

に
化
身
し
来
る
も

の
か
羽
毛
散
る
ご
と
く
雪
繚
乱

林
立
の
す

の
稍
は
空
塞
ぎ
息
止

め
て
見
る
冬

の
艶
な
る

深
々
と
今
こ
そ
眠

れ
娘
の
蒼
き

腕
に
刺
さ
れ
し
点
滴
数
條

検
査
待
つ
ベ

ヴ
ド
の
娘
は
裸
形

に
て
乳
房
小
さ
く
平
ら
な
る
胸

飛
行
機
よ
り
見

ゆ
る
孤

の
灯
よ

あ
れ
が
下
北
終
の
棲
家

か

藤
島
津
賀
子

冬
、ざ
れ
の
笹
む
ら
時

に
風
立
ち

て
楢
の
木
ゆ
す
ら
れ
雪
は
た
は

た
と

川

口
に
二
羽

の
白
鳥
相
寄
り

ぬ

水
赦
ひ
か
る
寒
月
浴
び
て

虎
落
笛
の
夜
ご
と
の
荒
れ
も
鎮

わ
り
て
あ
か
と
き
船
出

の
エ
ン

ジ
ン
ひ
び
く

浜
中

よ
ん

テ
レ
ビ
見
て
合
せ
体
操
始
め
し

が
老

い

の
肢

体

の
意

の

ま

ま

な

初

詣
で

る
（

幡

宮

に

厄
年

の

祈

り

の
神

酒

喉

匚

扣
み

こ

む

（
長
後
出
身
）
小

館

毒

彦

銀

河

渡

る
白

鷺

の
声

に
目

を

拭

う

老

い
し

短

歌

の
狩

人

わ

れ

は

り
へ

や
ん
あ

鉛
色

に
そ

そ

る
壁

面

を

寒

鴉

か

す

め

た

る

な

ら

い

吹

く

丘

の

ビ

ル

を

危

ぶ

む

雛

鳥

の
逸

れ

て

餓

死

せ

る

自

然

超

ゆ

人

は

助

け

合

う

と

き

に
敗

く閃

影

は
鷦

鷯

な

ら

む

声

あ

り

て

わ

が
立

ち

止

ま

り

釣

銭

た

し

か

川

畑

寅

吉

静

も

れ

る

海

の
平

ら

に

わ

が
思

い
民

の
願

い
を

無

駄

匚

な

す

な

○

毎

月
（

日

／

切

。
字

は

楷

書

、

難

解

の

字

に

ふ

り

が

な

を

。

返
信

用

封

筒

に
切

手

、
表

書

き

裏

書

き

は

必

ず

記

入
。



保健婦だより

脳卒中を

予防しよう

～毎日の生活を

見直そう～

脳
卒
中
の
新
発
生
予
防
に
向
け
て

＝
磯
谷
地
区
健
康
教
室
か
ら
＝

佐
井
村
の
死
亡
者
の
中
で
目

立
つ
も
の
は
、
が
ん
（
悪
性
新

生
物
）
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

（
脳
卒
中
）
で
す
。
（
表
工

こ
の
中
で
、
脳
卒
中
に
つ
い

て
は
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
糖

尿
病
な
ど
が
基
礎
疾
患
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
す

る
こ
と

が
大
切
で
す
。

特
に
高
血
圧

や
動
脈
硬
化
な

ど
の
循
環
器
系

の
病
気
は
、
習

慣
病
と

い
わ
れ
、
長
年
の
無
理

な
生
活
様
式
の
積
み
重
ね
の
結

果
、
発
疱
す
る
こ
と
が
多
く
、
生

活
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

村
で
は
脳
卒
中
発
生
者
を
少

な
く
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
五
年
度
は
磯
谷

地
区
を
重
点
地
区
と
し
て
、
健
康

の
保
持
増
進
に
向
け
て
「
磯
谷

地
区
健
康
教
室
を
「
表
２
の
と
お

り
実
施
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

表１ 佐井村年次別主要死因の順位

表 ２ 平 成 ５年 度「磯 谷 地 区 健 康 教 室」実 施 状 況
場所：磯谷地区漁民研修センター

３月：！）保健事業

３日（木）
１０日（木） 健康相談日
１５日㈹

｜

午前９時～１２時
２３日（水）
場所 役場健康相談室
電話での相談も受付けしま
すので、お気軽にご利用く
ださい。
４日（金） 母親教室
時間 午後１時～３時
場所 振興センター和室
９日休）巡回児童相談所
時間 午後１時～３時
場所 あすなろ（和室）
９囗（水）リハビリ教室
時間 午後１時～３時
場所 あすなろ
１５日閃 乳児・一歳半児・二

才児健診
時間 午後１２時３０分～１２時
４５分受付

場所 振興センター和室
対象（乳児）
平成５年８月生
平成５年１１月生
（一歳半兒）
平成４年７月生～

９月生
匸 歳児）
平成４年１月生～

３月生
１６日休）老人健康教室
時間 午前１０時～１２時
場所 あすなろ

磯

谷

地

区

の

概

況

①
表
３
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

脳
卒
中
の
有
病
率
が
村
内
の

中
で
一
番
高
い
。

②
血
管
を
丈
夫
に
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
蛋
白
質
（
血
液
や

筋
肉
の
も
と
に
な
る
も
言

の
摂
取
量
を
「
普
通
に
と
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
人
が
村

内
で
は
少
な
い
方
で
あ
る
。

③
健
康
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て

平

成
５
年
６
月
１
囗
現
在
、

３０
才
～
６９
才
の
磯
谷
地
区
民

一
四
八
名
の
対
象
者
中
、
一

三
（
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収

結
果
か
色図
１
？
図
９
参
照

①
現
在
、
自
分
か
「
健
康
だ

と
思
う
」
と
答
え
七
人
は
８８
人



（
６４
・
７
％
）
で
あ
り
、「
不
安

が
あ

る
」
人

は

４７
人

（
３４

・

６
％
）
で
あ
っ
た
。

②
自
分
の
健
康
保
持
の
た
め

に
心

が
け
て
何
か
を
実
行
し
て

い
る
人
は
９０
人
（
６７
・
２
％
）
、

な

い
人
は
４４
人

（
３２
・
８
％
）

で
あ
っ
た
。

あ
る
と
答
え
た
９０
人
の
中
で

多

い
の
は
「
定
期

検
診
を
受

け
る
」
、

「
過

労

防

止

」
、「
食

事

や

栄

養

に

気

を

つ

け

る
」
の
順

で

あ

っ

た

。

㈲

今

年

度

、

ど

こ

か

で

健

診

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

人

は

８５

人

（
６２

・
８

％

）

た

っ

た

。
受

け

な

い
人

４８
人

の

う

ち

、

未

受

診

理

由

で

多

い

の

は

「
忙

し

い
」

と

答

え

た

人

た

っ

た

。

圃
睡
眠
時
間
は
季
節
を
問
わ

ず
９０
％
以
上
の
人
が
７
時
間
以

上
確
保
し
て
い
る
。

㈲
食
生
活
に
つ
い
て
、
心
が

け
て
い
る
中
で
多
い
の
は
「
塩

分
を
と
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
」「
で
き
る
だ
け
千
づ
く
り
の

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い

る
怙

二
食

を

き

ち

ん

と

食

べ

る

よ

う

に

し

て

い

る
」

の

順

で

あ

っ

た

。

㈲
飲

酒

に

つ

い

て

は
「
飲

む

」

と
答

え

た
人

は

７６
人
（
６１

・
２
％

）

で

あ

り

、

そ

の

中

で

「
毎

日

飲

む

」

人

は

３８
人

で

あ

っ
た

。

閇

「
心

身

と

も

に

ゆ

っ

く

り

す
る
時
間
の
あ
る
人
は
図
９
の

よ
う
に
多
く
み
ら
れ
た
。

以
上
、
磯
谷
地
区
の
紹
介
を

し
ま
し
た
が
、
平
成
六
年
度
も

継
続
事
業
の
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
広
報
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

表３ 脳血管疾患罹患率と食事の関係



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

申

告

と

納

税

は

正

し

く

ぉ

早

め

に

■
所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で

平
成
五
年
分
の
所
得
税
・
贈

与
税
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日

永

）
か
ら
三
月
十
五
日
（
匹

ま
で
で
す
。

本
年
は
、
三
月
十
二
日
、
十

三
日
が
、
土
曜
日
、
日
曜
日
に

あ
た
り
、
十
四
日
（
月
）
、
十

五
日
（
火
）
の
相
当
な
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
申
告
は
で

き
る
だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く

だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か

っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た

り
し
ま
す
と
、
不
足
の
税
金
だ

け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
限
内

に
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
つヽ
。

■
消

費

税

の

申

告

と

納

税

は

三

月
三

十

一
日

ま
で

個
人
事
業
者
で
、
平
成
三
年

中
の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円

を
超
え
る
方
は
、
三
月
三
十
一

日
（
本
）
ま
で
に
平
成
五
年
分

の
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
と
同
時
に
提
出
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
納

税

は

口

座

振

替

で

振
替
納
税
は
、
電
気
、
ガ
ス

料
金
等
と
同
じ
よ
う
に
預
金
口

座
か
ら
国
税
へ
振
替
納
付
す
る

制
度
で
す
。

申
告
所
得
税
の
場
合
、
納
付

期
限
は
三
月
十
五
日

天

）
で

す
が
「
振
替
納
税
」
を
ご
利
用

に
な
り
ま
す
と
、
四
月
十
八
日

（
月
）
に
あ
な
た
の
預
金
か
ら

振
替
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
三
月
三
十
一
日
采

）

が
納
付
期
限
の
消
費
税
は
、
四

月
二
十
八
日
（
木
）
に
振
替
と

な
り
ま
す
。

む
つ
税
務
署
管
内
で
は
、
す

で
に
九
割
以
上
の
方
々
が
利
用

し
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
振

替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

む
つ
税
務
署
登
二
二
－

三
二
九
四

保

険

料

を

納

め

ま

し

ょ

う

国
民
年
金
は
、
国
が
運
営
し

て
い
る
公
的
年
金
制
度
の
土
台

と
し
て
の
基
礎
年
金
を
支
給
し

て
い
る
制
度
で
す
。

老
後
や
万
一
の
と
き
の
た
め

の
生
活
保
障
と
し
て
、
た
い
へ

ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
年
金
も
加
入
し
、
保
健

抖
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
給
付
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
の
給
料
天
引
き
と
ち
が
い
、

加
入
者
自
身
が
市
町
村
役
場
の

窓
口
や
指
定
金
融
機
関
に
出
向

い
て
、
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
役
場
が
遠
が
っ

た
り
、
忙
し
が
っ
た
り
し
て
つ

い
、
納
め
忘
れ
る
人
も
で
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
人
に
は
、
民
間
地
区

納
付
組
織
を
利
用
す
る
と
、
納

め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
ば
か
り

に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
は
、
な
ん
に
も
な
り

ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
、
年
金

を
受
け
る
た
め
の
権
利
を
無
駄

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。



出
稼
耆
と
国
民
年
金

国
民
年
金
に
、
第
一
号
被
保

険
者
と
し
て
加
入
し
て
い
る
農

業
な
ど
の
人
が
、
出
稼
ぎ
に
行

か
れ
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す

る
と
き
は
国
民
年
金
の
加
入
種

別
を
変
え
る
届
出
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
農

林
漁
業
・
自
営
業
・
学
生
な
ど

の
第

言
万
被
保
険
者
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
や
共
済
組
合
の
組
合
員

の
第
二
号
被
保
険
者
、
そ
し
て

笹

分

被
保
険
者
の
非
扶
養
配

偶
者
で
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未

満
の
人
の
第
三
号
被
保
険
者
の

三
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
出
稼
ぎ
に

行
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
す

る
人
は
、
第

言
万
被
保
険
者
か

ら
第
二
号
被
保
険
者
と
な
り
、

ま
た
、
奥
さ
ん
は
、
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
犬
認
定
さ
れ
る
と
、

第

言
万
被
保
険
者
か
ら
第
三
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
夫
婦
と
も
に
、
市
町
村
役
場

に
国
民
年
金
の
加
入
の
種
別
を

変
え
る
届
出
「
種
別
変
更
届
」

が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
を
し
ま
す
と
、
ご

夫
婦
と
も
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
、
自
分
で
納
め
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
出
稼
ぎ
を
終
え
て
、

帰
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
ご
夫

婦
と
も
に
第
一
号
被
保
険
者
と

な
る
た
め
の
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
犬
切
な
年
金
で
す
。

届
出
は
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

持ってますか
年 金 手 帳

国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
漫
画

家
・
長
谷
川
町
子
さ
ん
の
代
表
作

『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
は
、
主
役
の
サ

ザ
エ
さ
ん
の
親
し
み
や
す
い
雰
囲

気
が
人
気
で
す
。

竺
ザ
エ
は
巻
き
貝
の
一
種
で
、

北
海
道
の
南
部
か
ら
九
州
ま
で
、

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で

採
れ
る
の
で
、
昔
か
ら
庶
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
貝

殻
が
ゲ
ン
コ
ツ
に
似
た
形
を

し
て
い
る
の
も
、
愛
き
ょ
う

が
あ
り
ま
す
。

サ
ザ
エ
は
、
春
か
ら
初
夏

目
か
け
て
が
旬
で
、
眷
の
季

語
で
す
。
（

マ
グ
リ
と
と
も
に
、

三
月
の
桃
の
節
句
の
供
え
物
と
し

て
使
う
地
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

サ
ザ
エ
は
、
巻
き
貝
の
殼
に
角

（
管
状
の
突
起
物
匸
が
出
て
い
る

の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、
内
湾

で
は
、
角
の
な
い
角
な
し
竺
ザ
エ

と
呼
ば
れ
る
種
類
も
あ
り
ま
す
。

二
の
角
な
し
サ
ザ
エ
は
、
波
が
静

か
な
場
所
で
は
沖
へ
流
さ
れ
る
心

配
が
な
い
の
で
、
突
起
物
も
必
要

で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
場
所
に
よ
っ
て
は
、
。こ

れ
は
日
蓮
上
人
が
、
漁
師
が
サ
ザ

エ
で
足
を
け
が
し
た
の
を
見
て
、

角
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
″

と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

サ
ザ
エ
の
料
理
の
代
表
は
、ヽ
何

と
い
っ
て
も
つ
ぼ
焼
き
で
す
。
ほ

か
に
は
刺
し
身
や
酢
の
物
、
和
え

物
や
煮
物
、
か
す
漬
け
や
塩
辛
な

ど

が

あ
り

ま

す
。

漁
村

の

民
宿

な

ど
で

食

べ

た

心

の
二

も

っ
だ

手

作

り

の

サ

ザ

エ
料

理

は
、

忘

れ

ら

れ

な

い
旅

の

思

い
出

で

す

ね

。

毎

年

三
月

十
日

は
、「

農

山

漁

村
婦

人

の

日

」
で

す

。

二

の

日

を
機

会

に

、
家

族

で

食

卓

を
囲
み
な
が
ら
、
農
山
漁
村
の
女

性
の
役
割
を
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



毛

皮

の

手

入

れ

と

保

管

－

こ
ぼ
し
た
ジ
ュ
ー
ス
に
は
塩
が
一
役－

毛
皮
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

す
ぎ
る
と
、
毛
の
脂
肪
分
が
な

く
な
り
カ
サ
カ
サ
し
て
き
ま
す
。

本
格
的
な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、

三
年

に
一
度
で
十
分
で
す
。

ふ
だ
ん
の
手
入
れ
は
、
一
回

着
た
ら
必
ず
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
厚

手
の
（

ン
ガ
ー
に
か
け
、
風
通

し
の
よ
い
所
で
陰
干
し
し
て
、

体
温
や
湿
気
を
取
り
ま
す
。
数

回
着
た
ら
、
布
団
た
た
き
で
軽

く
た
た
き
、逆
さ
に
し
て
振
り
。

ホ
コ
リ
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
雨

に
濡
れ
た
ら
柔
ら
か
い
布
で
よ

く
ふ
い
て
、
陰
干
し
し
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
を
し
て
お
き
ま
す
。

絶
対
に
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

毛
皮
に
香
水
が
か
か
る
と
、

に
お
い
が
っ
き
、
つ
や
が
な
く

な
り
、
染
み
や
黄
ば
み
の
原
因

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
食
べ
こ

は
し
ゃ
汗
な
ど
は
、
ほ
う
っ
て

お
く
と
酸
化
し
て
変
色
し
た
り
、

虫
食
い
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
汚
れ
は
、
ぬ
る
ま
湯

で
中
性
洗
剤
を
溶
か
し
、
柔
ら

か
い
タ
オ
ル
か
ガ
ー
ゼ
を
侵
し

七
固
く
絞
り
、
毛
並
み
に
洽
っ

て
毛
先
だ
け
ふ
く
よ
う
に
し
ま

す
。
中
性
洗
剤
以
外
の
洗
剤
や

ベ
ン
ジ
ン
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど

は
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
を
毛

皮
に
こ
ぼ
し
た
と
き
の
応
急
処

置
は
、
塩
を
す
り
込
み
ま
す
。

塩
が
水
分
を
吸
水
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
そ
の
後
、
先
の
要
領

で
汚
れ
を
取
り
ま
す
。

保
管
す
る
と
き
は
、
陰
干
し

し
て
湿
気
を
取
り
、
ホ
コ
リ
を

た
た
き
、
汚
れ
を
取
っ
た
後
で

（

ン
ガ
ー
に
つ
る
し
、
通
気
性

の
よ
い
布
製
カ
バ
ー
を
か
け
、

暗
い
洋
服
ダ
ン
ス
か
ク
ロ
ー
ゼ

ツ
ト
に
。
ほ
か
の
衣
類
と
触
れ

な
い
よ
う
に
、
空
間
を
も
た
せ

て
入
れ
て
お
き
ま
す
。
防
虫
剤

は
多
め
に
入
れ
、
直
接
毛
皮
に

触
れ
な
い
よ
う
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
包
み
ま
す
。

梅
雨
の
と
き
に
は
、
と
き
ど

き
洋
服
ダ
ン
ス
か
ら
出
し
、
陰

干
し
を
し
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

を
し
ま
し
ょ
う
。

第５回下北伝承郷土芸能

発表大会

原
田
共
済
会
出
演

と き ３月６日（日）午後 １時～

ところ 下北文化会館大ホール

第 ６ 回 婦 人 の つ ど い

＝ 佐 井 村 地 域 婦 人 団 体 連 合 会 ＝

佐井村の婦人団体が一堂に集まり、お互い

に交 流し。そして学ぶ「婦 人のっ とい」が開

催されます。

つどいでは、講師に鰺 ヶ沢出身の相馬ふさ

ゑ氏（元環境衛生課総括主幹） の 人゙生心豊
か に生 きるために。中高年の性＝ と題した講

演や、作品展示 、バザ ー、アトラ クションも

予定 されています。

どなたでもお気軽に参加ください。

■と き ３月６日（日）午前 ９畤３０分から

■ところ アルザスしおさい ホール

満１鑞になります

岡 村 康 也ち４

（博・ひとみ）
古 佐 井

戸籍の窓口
２月１４日現在

○お誕生おめでとう
磯 川 賤（ 誠 ）古佐井

中 村 起 与（之博）大佐井

福 田 魁 斗（ 博 ）大佐井

○ご結婚おめでとう

（坂 井 一 尚（牛 滝）
木 下 智加子（矢 越）

（古 川 達 也（大間町）
工 藤 陽 子（川 目）
１桑 折 亨（東京都）

新 田 ま い（磯 谷）

（館 脇 繁 樹（矢 越）
近 江 里 美（大間町）

（奥 本 権 常（大佐井）
イ左 藤 幸 代（山形県）

１岩 松 伸 也（高知県）

若 山 麻 里（古佐井）

（天 童 貴 イニ（弘前市）
田 中 千 穗（福 浦）

（斉 藤 良 悦（青森市）
舘 脇 惠 子（矢 越）
ｊ赤 石 茂（群馬県）
長 後 美 彰（大佐井）

○おくやみ申し上げます
竹内 なほ（ たづ子 ）古佐井

長谷川國雄（ み つ ）牛 滝
大坂 きの（ 功 ）大佐井

若山 さわ（ 靜 治 ）古佐井
嶋野 源治（畑野三郎）長 後

１ 月 ３１日 現 在 人 口（前月比）

男 １，フ４４（－４）

女 匸７９３（土Ｏ）

計 ３，５６７（－４）

世帯数 １，１０９（土Ｏ）
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